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　　令和 3令和 3 年年８８月 1 日発行月 1 日発行  
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：おとめ椿

人　口人　口	20,724 人 [731]	20,724 人 [731] ( (++1212 [ [±±  0  0])])
　男	 10,396 人 [306]　男	 10,396 人 [306] ( (++1133  [[ーー  4  4])])
　女	 10,328 人 [　女	 10,328 人 [425425]] ( (ーー  1  1  [[++  4  4]]))
世帯数	 9,173 戸 [世帯数	 9,173 戸 [346346]] ( (++3030  [[++  4  4]]))

まちの動きまちの動き ７月 1日現在（前月比）７月 1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数はから人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数外国人住民を含んだ数
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　ＮＨＫ甲府放送局と昭和町では、「ＮＨＫのど自慢」を実施します。この番組は、“歌で思いを届ける！”
をテーマに地域のみなさんの元気な歌声を全国にお届けします。みなさんのご参加をお待ちしています！
　なお、今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演の中止や以下の内容を変更させていただく
場合があります。

◆新型コロナウイルスの感染状況、荒天などの影響により公演を中止する場合があります。その場合、他の公演への振替はござい
ませんので何卒ご理解のほど宜しくお願い申し上げます。また、事情により出演者や演出など番組内容を変更する場合があります。
そのほか、感染状況により、出場・観覧いただける方の地域を一部制限する場合がございます。あらかじめご了承ください。

◆ 10 月 23 日（土）の予選会は、非公開で行う予定です。出場予定の方（中学生の場合同伴者含む）のみ会場内にご案内します。
予選会の観覧の方や、応援の方のご来場はお断りいたします。

◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、保健所など公的機関へお客様の情報を提供する場合があります。その場合、当日ご来
場いただいた方のお名前など詳細をお聞きすることがあります。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

昭和町町制施行50周年記念

『ＮＨＫのど自慢』
出場者・観覧者募集！

出場申し込み出場申し込み　『郵便往復はがき（私製を除く）』で以下のとおりお申し込みください。

〈締切〉９月９日 木 必着

〈締切〉９月17日 金 必着

観覧申し込み観覧申し込み　　『郵便往復はがき（私製を除く）』で以下のとおりお申し込みください。

郷 ひろみ 伍代 夏子

ゲスト

①郵便番号　②住所
③名前（ふりがな）
④年齢　⑤性別
⑥電話番号　⑦職業 
※中学生・高校生・大学生
は学年、部活動等も記入
⑧歌う曲目とその歌手名
⑨選曲理由（詳しく）

【返信用おもて面】 【往信用うら面】

　　ご自分の
　　①郵便番号
　　②住所
　　③名前

返信 -

記入不可
抽選結果を
印刷します

紙・シール等の貼り
付け、修正液の使用
を控えてください。

【往信用おもて面】 【返信用うら面】

＜あて先＞
〒400-8552
（住所不要）
NHK甲府放送局
「ＮＨＫのど自慢」

出場係

往信

（　　）

-

　①郵便番号
　②住所
　③名前
　④電話番号
　⑤観覧希望人数
　　（２人まで）

【返信用おもて面】 【往信用うら面】

　　ご自分の
　　①郵便番号
　　②住所
　　③名前

返信 -

記入不可
抽選結果を
印刷します

紙・シール等の貼り
付け、修正液の使用
を控えてください。

【往信用おもて面】 【返信用うら面】

＜あて先＞
〒409-3880

山梨県中巨摩郡昭和町
押越542番地2
昭和町役場 総務課
「ＮＨＫのど自慢」

観覧係

往信

（　　）

-

【注意事項】
●応募者の中から１８０組程度を上限に選出のうえ、前日の
予選会にご出場いただきます。当選の方には予選会のご案
内を、落選の方には落選通知をはがきで１０月４日 ( 月 )
頃発送予定です。

●中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。
( 中学生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。
保護者の名前と電話番号も記入してください。)

●応募は 1人 ( 組 ) 1 件に限ります。
●グループでお申し込みの場合は、全員の名前 ( ふりがな )
と年齢、性別、職業を明記のうえ、代表者がお申し込みく
ださい。

●グループでご参加の方は、ステージでの歌唱の際、一定の
距離をとっていただくことにしています。そのため、人数
は 4 人を上限とさせていただきます。

●応募後の曲目。出場者の変更はできません。
●記入内容に不備があった場合は無効となりますのでご注意
ください。

●ご応募の際にいただいた情報は、選出結果のご連絡に使用
させていただきます。

●摩擦熱で色が消えるボールペンの使用はご遠慮ください。

【注意事項】
●応募多数の場合は、抽選のうえ、当選の方には希望人数 (2
人まで ) でご入場いただける入場整理券を、 落選の方には
落選通知をはがきで１０月１１日 ( 月 ) 頃発送予定です。
なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、お客様同
士の間隔をとった座席を、入場整理券で事前に指定させて
いただきます。

●１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
●記入に不備があった場合は無効となりますのでご注意くだ
さい。

●摩擦熱で色が消えるボールペンの使用はご遠慮ください。
●インターネット等での入場整理券の売買は固くお断りしま
す。転売を目的としたお申し込みであると判明した場合は
抽選対象外とします。また、売買が確認された場合は入場
をお断りします。

●インターネット売買サイト等での入場整理券の偽造や架空
出品にともなうトラブルが発生しておりますので、くれぐ
れもご注意ください。

●ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、
NHKでは受信契約者情報との照合、 受信料のお願いに使用
させていただくことがあります。

昭和町総合体育館会 場 〒409-3864　山梨県中巨摩郡昭和町押越 1001番地 
～アクセス～　JR身延線 国母駅または常永駅 下車 徒歩２０分

放送
予定 10月24日 日　午後０時１５分～１時 ＜総合・ラジオ第１・国際放送＞（生放送）

※NHKプラスでインターネットでの同時配信／見逃し番組配信（放送後１週間）があります。

出場について … ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５-２５５-２１４８（平日 午前９時３０分～午後６時）
　　　　　　　  https://www.nhk.or.jp/kofu/
観覧について … 昭和町　☎０５５-２７５-２１１１（平日 午前８時３０分～午後５時１５分）
　　　　　　　  https://www.town.showa.yamanashi.jp/

問い合わせ

　主　催
昭和町　NHK甲府放送局

出演予定
予選を通過した１８組程度のみなさん 
<ゲスト>　郷 ひろみ　伍代 夏子
<司　会>　小田切 千 アナウンサー 

10月24日 日
開　　場 ： 午前１１時１５分
開　　演 ： 午前１１時５０分
終演予定 ： 午後１時１５分

本 

選
10月23日 土
開　　会 ： 正午
結果発表 ： 午後５時３０分
　　　　 ： 頃予定（当日発表）

（
非
公
開
）

予
選
会
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　災害は時と場所を選ばずに発生します。災害時、自分の身は自分で
守る、という『自助』がとても重要となってきます。昭和町では、その自
助の参考となるよう、『昭和町防災マニュアル』を令和３年５月に全
戸配布いたしました。
　防災訓練当日は、『昭和町防災マニュアル』を確認するなどして、ご
家庭の備えについてもう一度確認をしましょう。下の４項目について
は特に大切なことになりますので、昭和町防災マニュアルを使いなが
ら確認しておきましょう。

　昭和町防災マニュアルは町ホームページからダウンロード（PDF）
したりWEB版で見ることができます。

町ホームページ＞生活便利帳＞防災・救急＞昭和町防災マニュアル
https://www.town.showa.yamanashi.jp/

※WEB版では外国語や読み上げ機能も利用できます。
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いざという時のために
 非常持ち出し品や
　　　　備蓄品の確認を！
　災害時や災害が差し迫った状態では、欲しい
品物が手に入りにくい状況もありますので、日
頃から少しずつ準備しておくことが必要です。

感染症対策用のグッズも忘れずに！
　避難所では新型コロナウイルスだけではなく、
ノロウイルスなど他の感染症も発生する可能性
があります。
非常持ち出し品として
マスク、体温計、石鹸、消毒液、ビニール袋、スリッ
パなど感染症対策用のグッズも準備しておきま
しょう。

171

家族が離ればなれにならないために

 家族の集合場所や
　　　　連絡方法の確認を！
　災害時は電話がつながりづらくなります。こう
した状況でも家族が離ればなれにならないため
に、家族の集合場所や連絡方法を普段から話し
合って決めておきましょう。
　NTTの災害伝言ダイヤル１７１やスマートフォ
ンの防災アプリなどを利用することも有効です。
家族の集合場所を決めておく際は、地震や洪水な
ど災害の種別ごとに決めておきましょう。

避難所等へ安全に避難するために
 近所や地域をよく知っておく！
　地震によりご自宅が倒壊や損傷をしたり、大雨
による洪水の際など、自宅での生活が困難な場合
は、避難所へ避難しなくてはならない場合もあり
ます。
　避難経路については、ブロック塀の倒壊、河川
の氾濫など、災害の種別により安全に通れる道も
違ってきます。（避難所までの近道が安全なルー
トとは限りません）ご自宅のまわりにどのような
危険が潜んでいるのか、日頃からよく確認をして
おきましょう。

大きな地震に備えた
 家具の配置や転倒防止対策を！
　地震などの際は家具が落下や転倒、高速で移動
してきたりと凶器になります。また、家具の移動
や転倒により直接ケガをしない場合でも、タンス
などが部屋の出入り口をふさぎ、逃げることが出
来なくなる場合もあります。
　家具の固定のほか、配置を考えたり、食器棚や
本棚などは収納の仕方を工夫するなどしてご自身
や家族の身を守りましょう。

今年の防災訓練は
 昭和町防災マニュアルを活用しましょう！

防災マニュアル WEB 版
QR コード

提供：日本シェイクアウト提唱会議
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午
前
８
時
30
分
に
町
の
防
災
無

線
で
『
防
災
訓
練
に
つ
い
て
』
お
知
ら
せ
の
放
送

を
し
ま
す
の
で
、
こ
の
放
送
を
緊
急
地
震
速
報
の

代
わ
り
と
し
て
、
各
ご
家
庭
で
１
分
間
の
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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令和 3 年度入札参加資格中間審査（令和 4 年度分）
の実施について

　昭和町の入札参加資格審査は、山梨県市町村総合事務組合（以下「組合」という。）におい
て共同処理しています。昨年 10 月に実施されました定期審査では、令和 3・4 年度分の参
加資格を審査したところですが、今回実施される中間審査については、令和 4 年度分のみに
おける資格審査を行いますので、資格取得を希望する場合は、審査申請期間内に申請（期間
厳守）してください。申請せず資格を取得しなかった場合などは、1 年後に予定する令和 4
年度定期審査（令和 5・6 年度分）まで資格を取得することができませんので、ご承知いた
だきますようお願いいたします。

　実施内容公開：令和 3 年 9 月 1 日 ( 水 )　※組合ホームページに掲載します。
　申請期間：令和 3 年 10 月 4 日（月）～ 10 月 24 日 ( 日 )
　申請書類提出期間：令和 3 年 10 月 25 日（月）～ 11 月 12 日（金）
　　　　　　　　　※申請及び申請書類提出の期間が異なりますのでご留意ください。
　　　　　　　　　※期間外は、申請及び申請書類提出を受け付けることができません。
　審査対象職種：【建設工事】【測量・建設コンサルタント等業務】【物品製造・役務提供等】
　申請受付内容：【新規申請】：入札参加資格を有していない事業者の新規資格取得
　　　　　　　　【業種追加】：入札参加資格を有する事業者の業種追加
　　　　　　　　【市町村等団体追加】：入札参加資格を有する事業者の市町村等団体追加

※令和 2 年度定期審査（令和 3・4 年度分）で資格を有し、登録業種・登録市町村を追加す
　る必要がない事業者は、令和 4 年度まで資格が有効のため申請する必要はありません。
※事業者説明会の開催はありませんので、9 月 1 日 ( 水 ) に組合ホームページに公開される
　申請の手引き等をご確認いただき、10 月 4 日（月）からの申請に向けて準備してください。
　組合ホームページ　https://www.ysc-yamanashi.or.jp/
※インターネット環境をお持ちでない方は、組合までお問い合わせください。

【問い合わせ】
山梨県市町村総合事務組合　業務課　（☎２６８－３４４６）

甲府市蓬沢 1-15-35　山梨県自治会館２Ｆ

児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
）を

受
け
て
い
る
皆
さ
ん

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
金
受
給
資
格
者
証

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

現
況
届
は
、引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
大
切
な
も

の
で
す
。必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、該
当
者
で
手
当
を
受
け
て
い
な
い

方
、通
知
は
な
い
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

結
婚（
事
実
婚
を
含
む
）な
ど
に
よ
り
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
方
は
、資
格
喪
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間	

　
8
月
２
日（
月
）
～
8
月
６
日（
金
）

　
午
前
9
時
～
午
後
7
時
15
分

受
付
場
所　
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー

※
受
付
期
間
中
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

8
月
31
日（
火
）の
通
常
業
務
時
間
内（
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
）に
、

役
場
・
子
育
て
支
援
課
に
て
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証
」は
、有
効

期
限
が
令
和
３
年
８
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
た
め
に
は
、更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
8
月
２
日（
月
）
～
8
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
7
時
15
分

受
付
場
所　
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー

持 

ち 

物　
○
更
新
書
類
一
式

　
　
　
　
　
○
保
険
証
の
写
し（
全
員
分
）

　
　
　
　
　
○
印
鑑

　
　
　
　
　
○
令
和
３
年
度
所
得
課
税
証
明
書［
所
得
額
・
扶
養
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
］（
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
昭
和
町
へ
転
入
さ

れ
た
方
の
み
必
要
）

　
　
　
　
　
　
※
転
入
前
の
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
　
　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
2
６
7
‐
５
２
５
５
）

持 

ち 

物	

　
○
現
況
届
書
類
一
式

　
○
手
当
証
書

　
○
印
鑑

　
○
令
和
３
年
度
所
得
課
税
証
明
書［ 

所
得

額
・
扶
養
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の 

］

（
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
昭
和
町

へ
転
入
し
た
方
の
み
必
要
）※
転
入
前

の
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い

　
○
そ
の
他
必
要
な
書
類
等

問
い
合
わ
せ

　
　
　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　
（
☎
2
６
7
‐
５
２
５
５
）

″ 

8
月
は
現
況
届
の
提
出
月 ″

で
す

昭
和
町
男
女
共
同
参
画

昭
和
町
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
「
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」を
設
置
す
る

に
あ
た
り
、審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。男
女

共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
知
識
を
有
し
、
年

２
～
４
回
程
度
の
審
議
会
（
平
日
午
後
）
に

出
席
で
き
る
方

③
本
町
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員

で
な
い
方

◆
募
集
人
員　
１
名

◆
任　
　
期　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

◆
応
募
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
及
び
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
企
画
財
政
課
窓
口
へ
の
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
結
果

　

結
果
は
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
応
募
締
切　
令
和
３
年
８
月
23
日
（
月
）
必
着

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０

　
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
　
（
F
A
X
２
７
５
‐
２
１
０
９
）
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　　野球スポーツ少年団
練習日時：火・水・木曜　午後４時～
　　　　  土・日・祝日　午前９時～
練習場所：常永小学校グラウンド
そ　の　他：３年生以上を対象としています
　　※１・２年生の方はご相談ください！

　　少女バレースポーツ少年団
練習日時：水・金曜　午後５時30分～８時
　　　　  土・日曜　試合または練習
練習場所：昭和町総合体育館他

　　空手スポーツ少年団
稽古日時：火曜　午後７時～９時
　　　　  土曜　午後６時30分～９時
稽古場所：昭和町総合体育館武道場

　　昭和ミニバススポーツ少年団（男子）
練習日時：水・木曜　
　　　　  午後６時30分～８時30分
　　　　 土曜
　　　　 午後４時30分～７時30分
練習場所：押原小学校体育館

　　サッカースポーツ少年団
練習日時・場所：４・５・６年生
　　　　　　　（西条小学校グラウンド）
　　　　　　　火・木曜午後5時50分～7時20分
　　　　　　　１・２・３年生（押原公園人工芝）
　　　　　　　水曜午後５時50分～７時
　　　　　　　全学年（西条小学校グラウンド）
　　　　　　　土・日曜　午前９時～11時

　　押原ミニバススポーツ少年団（女子）
練習日時：火・金曜　午後６時30分～８時30分
　          土曜　午前９時～正午
練習場所：押原小学校体育館

　　昭和剣道スポーツ少年団
稽古日時：月・水・金曜
　　　　  午後６時40分～８時
稽古場所：押原小学校体育館(月)
　　　　 昭和町総合体育館武道場(水・金)

　　男子バレースポーツ少年団
練習日時：木・金曜　午後５時30分～８時
　　　　  土・日曜　試合または練習
練習場所：昭和町総合体育館他

　町にはさまざまなスポーツ少年団があり、たくさんの子どもたちが日々スポーツを楽しんでいます。
そんなスポーツ少年団の新しい団員を募集しています。
　スポーツ少年団は、スポーツをとおして子どもの健康なこころとからだを育てることを目的に活動し
ています。また、町内の他の学校の子どもとの交流をとおして社会性を身に付けることができます。こ
の機会にぜひ体験、見学してみてはいかがでしょうか。
　体験、見学は随時募集しています。各団は下記の日時、場所で活動していますので、ご都合のよろし
いときにお越しください。一人でも多くの仲間が入ってくれることをお待ちしております。

※下記の日程で活動していますが、休みのときもありますので、一度ご連絡ください。
※体験期間はスポーツ保険に加入しておりません。ご了承ください。

問い合わせ
昭和町教育委員会

生涯学習課
☎２７５-８６４１

昭和町スポーツ少年団の

団員を募集団員を募集します！

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分
）に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
す
る
中
で
、低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
た

め
、子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
が
国
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

①
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、令
和
３
年
度
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

②
対
象
者
①
の
ほ
か
、対
象
児
童
の
養
育
者
で
あ
っ
て

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
方
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方（「
家
計
急
変
」）

給
付
金
の
対
象
児
童

　
平
成
15
年
４
月
２
日（
障
が
い
児
の
場
合
、平
成
13
年

４
月
２
日
）か
ら
令
和
４
年
２
月
28
日
に
出
生
し
た
者

給
付
額　
　
児
童
１
人
当
た
り　
一
律
5
万
円

支
給
手
続
き

①
の
方
…
申
請
不
要
で
す
。

※
対
象
と
な
る
方
に
は
郵
送
に
て
通
知
を
送
付
い

た
し
ま
し
た
。

※
令
和
３
年
５
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
い
ず

れ
か
の
月
分
の
児
童
手
当
、並
び
に
特
別
児
童
手
当

の
受
給
資
格
の
認
定
、ま
た
は
額
改
定
の
認
定
を
受

け
た
方
は
、８
月
以
降
に
支
給
予
定
と
な
り
ま
す
。

②
に
該
当
す
る
方
…
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
と
必
要
書
類
を
昭
和
町
役
場
子
育
て
支
援

課
に
直
接
、ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
様
式
な
ど
は
、子
育
て
支
援
課
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。（
町
H
P
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

〇
申
請
期
間
は
令
和
3
年
7
月
20
日（
火
）
～
令
和

４
年
２
月
28
日（
月
）（
※
役
場
必
着
）で
す
。

支
給
方
法

　
①
に
該
当
す
る
方
は
、令
和
３
年
７
月
20
日
に
児

童
手
当
等
の
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、申
請
内
容
を
確
認
し
て
、指

定
し
た
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　
・
厚
生
労
働
省　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
2
0
‐
4
0
0
‐
9
0
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
時
間　
平
日
午
前
9
時
～
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
　
・
昭
和
町
役
場
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係（
☎
2
６
7
‐
５
２
５
５
）

後
期
高
齢
者
に
係
る「
医
療
費
通
知
」

に
関
す
る
大
事
な
お
知
ら
せ
で
す

　

今
年
度
に
発
送
す
る
医
療
費
通
知
か
ら
、発
送
時
期
や
記
載
さ
れ

る
診
療
月
な
ど
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

※
令
和
3
年
12
月
診
療
分
は
令
和
4
年
1
月
末
に
発
送
す
る
医
療
費

通
知
に
は
記
載
さ
れ
ず
、1
年
後
の
令
和
5
年
1
月
末
に
発
送
す
る

医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、令
和
3

年
12
月
診
療
分
の
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
町
民
窓
口
課 

国
保
年
金
係（
☎
2
７
５
‐
８
２
６
４
）

令和２年度
●発送時期と回数
　令和3年2月末の年1回発送
●記載される診療月
　令和 2 年 1 月～ 12 月
●発送形態
　圧着ハガキ

令和３年度
●発送時期と回数
　令和4年1月末の年1回発送
●記載される診療月
　令和 2 年 12 月～令和 3 年 11 月
●発送形態
　封書
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町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
及
び
改
修
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び
改

善
に
関
す
る
補
助
制
度
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
自
宅
の
敷
地
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
倒
壊
の
危
険
を
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
及
び
改
修

の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
は
、
安
心
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
調
査
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る

強
度
を
診
断
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
耐
震
性
な
し
（
総
合
評
点
1.0
未
満
）」
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
耐
震
診

断
結
果
内
容
や
補
強
計
画
の
方
法
の
説
明
等
を
行
い
ま
す
。
診
断
費
用
等
を
町
が
負
担
す
る
た
め
、
個
人
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
対
象
住
宅
〉

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

　
　

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
在
来
軸
組
工
法
の
個
人
住
宅

　
　

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
所
有
及
び
居
住
し
て
い
る
個
人
住
宅

　
　

・
階
数
は
２
階
建
て
以
下
の
個
人
住
宅

〈
耐
震
診
断
の
申
込
み
方
法
〉

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
都
市
整
備
課
へ
提
出
（
申
込
書
は
都
市
整
備
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
て
配
布
）

〈
費
用
〉　
無
料
（
診
断
費
用
等
を
町
が
負
担
）

　

近
年
、国
内
で
も
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、最
近
で
は
、大
阪
府
北
部
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
地
震
に
よ
り
、
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
大
地
震
の
際
に
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
新
耐
震
基
準

以
前（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
）に
建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅
に
つ
い
て
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、地
震
に
対
す
る
備
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
耐
震
性
な
し
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
化

の
た
め
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
〈
対
象
と
な
る
工
事
〉

　
　

耐
震
診
断
に
よ
る
総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
1.0
以
上
に

　
　

な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事

　
〈
補
助
額
〉

　
　

工
事
費
の
５
分
の
４
（
限
度
額
1
0
0
万
円
）

　
　
〔
低
コ
ス
ト
工
法
※
に
よ
る
耐
震
改
修
工
事
の
場
合
〕　

　
　

町
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、
県
か
ら
20
万
円
補
助
金
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す

　
　
※
低
コ
ス
ト
工
法
と
は
、
既
存
の
壁
や
床
、
天
井
の
撤
去
部
分
を
最
小
限
に
抑
え
て
補
強
す
る
工
法

　
　
　
の
こ
と
で
、
工
事
費
を
低
く
抑
え
、
工
期
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
事
業

　
〈
対
象
と
な
る
工
事
〉

　
　

耐
震
診
断
に
よ
る
総
合
評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
耐
震
シ
ェ

　
　

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

　
〈
補
助
額
〉

　
　

工
事
費
の
３
分
の
２
（
限
度
額
24
万
円
）

　
　

補
助
事
業
の
条
件
等
を
確
認
す
る
た
め
、
事
前
に
都
市
整
備
課
ま
で
ご
相
談
く

　
　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
整
備
課　
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

○
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
費
補
助
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び

　
　
　
改
善
に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

家
族
や
財
産
を
守
る
た
め

　
耐
震
診
断
・
改

耐
震
診
断
・
改
修修
をを

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か
！

し
ま
せ
ん
か
！

木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

生
け
垣
推
進
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
新
た
に
生
け
垣
を
つ
く
る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
生
け
垣
推
進
補

助
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
樹
木
や
支
柱
の
購
入
費
、
生
け
垣
設
置
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

取
り
壊
し
費
用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
生
け
垣
】

　

・
住
宅
用
地
の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
設
置
す
る
も
の

　

・
生
け
垣
の
延
長
が
1
ｍ
以
上

　

・
樹
木
の
間
隔
は
１
ｍ
ご
と
に
３
本
以
上
で
、
樹
高
が
1.2
ｍ
以
上
、
枝
幅
が
0.3
ｍ
以
上

補
助
対
象
工
事

補

助

金

額

【
撤
去
】

　

公
道
に
面
す
る
建
築
基
準
法
に
適
さ
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で

　

あ
っ
て
、
高
さ
が
１
２
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
等
の
全
部
、
又
は
改
善
の
た
め
一
部
を
取
り
除
く
工
事

【
改
修
】

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
後
に
安

　

全
な
フ
ェ
ン
ス
、
板
塀
等
を
設

　

置
す
る
工
事

【
改
善
】

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
調
査（
診
断
）

　

に
よ
り
改
善
が
必
要
と
さ
れ
、

　

控
え
壁
等
の
補
強
を
行
う
工
事

申
し
込
み
方
法　
　

　
事
前
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
工
事
着
手
前
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
、
提
出
書
類
を
添
え
て
都
市
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

区分 補助対象経費 補助単価限度額

撤去 撤去工事及び処分に要する経費 撤去を行うブロック塀等の延長１メート
ルにつき、15,000 円を乗じて得た額

改修
改修工事に要する経費

（ブロック塀等の撤去を行い、フェンス
等を設置する場合は、それぞれの経費
を合算）

改修工事を行うブロック塀等の延長１メー
トルにつき、15,000 円を乗じて得た額

改善 控え壁等の工事に要する経費 改善工事を行うブロック塀等の延長１
メートルにつき、8,100 円を乗じて得た額

※補助対象経費と補助単価限度額のいずれか少ない額の 3 分の 2 以内の額となります。
　補助金の総額は 30 万円が上限とし、1,000 円未満の端数は切り捨てとなります。

※実際の経費から算出した１メートル（１平方メートル）当たりの金額
　が補助単価の上限に満たない場合は、算出した単価を基に補助額を決
　定します。

【
推
せ
ん
樹
種
】

　
●
ツ
ゲ　
●
ヒ
バ　

な
ど

申
し
込
み
方
法

　
工
事
着
手
前
に
、申
請
書（
都
市
整
備
課
窓
口
に
て
配
付
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー　

　
ド
）に
必
要
事
項
を
明
記
し
、提
出
書
類
を
添
え
て
都
市
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
別
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び
改
善
に
関
す
る
補
助
金
制
度
も
あ
り

　
※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係　
　
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

補助単価の上限 補助率

樹木の購入経費 9,000円
（１メートルあたり） ２/３

支柱の購入経費 2,250円
（１メートルあたり） ２/３

樹木の移植経費 3,000円
（１メートルあたり） 全額

生け垣の盛土を
ブロックやレンガで
囲む費用

14,000円
（１メートルあたり）

２/３レンガで囲む場合
24,000円

（１メートルあたり）
生け垣設置のための
ブロック堀等の取り
壊し経費

9,000円
（１平方メートルあたり） ２/３

【
補
助
さ
れ
る
費
用
】

【参考図】

延長1m以上
1mごとに3本以上
植えてあること

0.5mくらい

高さ
1.2m以上
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企画財政課　危機管理係（☎２７５-８１５４）

 

防
災
コ
ラ
ム
　
命
を
守
る

第
20
回

　

地
域
の
助
け
合
い

　災害が起こりそうな時、起こった時など、避難所等
へ避難をするのに時間がかかる方もいます。ご近所
や地域にそのような方がいる場合は、地域ぐるみで
助け合い、逃げ遅れる人が出ないようにする取り組
みも大切です。

避難するときに気にかけてください

 近所や地域の要配慮者

　高齢者のほか、介護が必要な人、障がいがある人、妊婦、乳幼児、傷病者、日本語が堪能ではない外
国人など、災害が起こったとき、起こりそうなときに何らかの支援がないと自らの安全を確保でき
ない人たちのことを『要配慮者』といいます。
　ご家庭や、ご近所、地域に要配慮者がいる場合は、どのような支援が必要なのか、地域で話しあう
など、日頃から準備しておくことが重要です。
　要配慮者の支援のポイントについても『昭和町防災マニュアル』で確認しましょう！

 要配慮者ってどんな人？

　７月３日、大雨により静岡県熱海市では土石流が起こり、大きな被害が出ました。
　昭和町は県内でも唯一、山がない町ですので、土砂災害は発生しません。
　ですが、町の西側には釜無川があり、町内は全域が釜無川の浸水想定区域に入っています。
　上流で堤防が決壊などして、大量の水が流れてくれば、壊れた家屋や車なども流されてきます。
洪水の場合の避難では、ご自宅が新築かどうかに関わらず、コンクリート造や鉄骨造などの丈夫
な建物の２階以上に避難する必要がありますので、もう一度避難場所について確認をしておきま
しょう。

 昭和町は土砂災害が起こらないから大丈夫？

▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：８月18日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：８月11日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください　
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：８月13日（金）・27日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：８月20日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

 警戒レベル３　高齢者等避難の『等』って？
　令和３年５月から避難情報の名前が新しくなりました。主には、町から発令する避難情報が見直
されました。警戒レベル３は『高齢者等避難』、警戒レベル４は『避難指示』、警戒レベル５は『緊急安
全確保』になりました。
　この警戒レベル３の高齢者等避難は、高齢者だ

・ ・ ・ ・ ・ ・

けではなく、上記の要配慮者や、その支援者など、
避難するのに時間がかかる人が避難をするタイミングです。その他の人たちは避難の準備を始め
たり、自宅にいるのが不安な場合は自主的に避難をするタイミングです。

 避難行動要支援者名簿や個別避難計画
・避難行動要支援者名簿は、要配慮者のうち、災害が発生、または発生するおそれがある場合に、自

ら避難することが困難な人がスムーズに避難できるように作成しておく名簿です。必要に応じて
地区の役員、民生委員、警察、消防、などで情報を共有し、地域で犠牲者を出さないようにするため
の取り組みです。

・個別避難計画は、避難行動要支援者の具体的な避難支援方法を決めておくものです。これらは、い
ざという時に備え、普段から取り組んでおくことが重要です。

東京2020パラリンピック聖火（山梨県）が昭和町にやってきます！
　東京オリンピック・パラリンピック山梨県実行委員会では、県内27市町村にて聖火展
示を行います。昭和町では、以下の日程で展示を行います。この機会にぜひご覧ください。
　　　会　場：昭和町役場本庁舎１階ロビー
　　　日　時：８月13日（金）　午後２時 ～ ５時15分
　　　　　　　８月14日（土）　午前８時30分 ～ 午後５時15分
　　　　　　　８月15日（日）　午前８時30分 ～ 正午
※県内５カ所で採火された聖火を集火して県の聖火とし、併せて、集火した聖火をランタンに納

め、展示します。ランタンには触れられません。
※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策の上、展示を行います。
※ご来場の際にはマスク着用にてお願いします。また、発熱や体調が優れない場合のご来場はご

遠慮ください。
※展示中止の場合には、町ホームページにてお知らせ致します。

問い合わせ　昭和町教育委員会生涯学習課　☎275-8641（直通）

　

中
央
市
・
昭
和
町
で
は
５
月
22
日（
土
）、玉
穂
総
合

会
館
に
て
、ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、支

援
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。峡
東

保
健
福
祉
事
務
所 

精
神
保
健
福
祉
相
談
員 

芦
沢 

茂
喜

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
ひ
き
こ
も
り
で
い
い
み
た
い
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
正
論
を
求
め

な
い
こ
と
や
信
頼
し
て
も
ら
う
こ
と
」に
つ
い
て
の
大

切
さ
、来
場
者
か
ら
の
質
問

を
通
じ
て
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
つ
い
て
確
認
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、実
際
に
ひ
き
こ
も

り
経
験
の
あ
る
方
よ
り
ひ
き

こ
も
り
か
ら
の
回
復
や
関
り

方
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
穂
の
か
」

（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

2021年8月１２日～ 8月１５日 山梨県
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未来の自分を思い描こう 職業講話
　６月24日（木）、押原中学校の二年生の総合の時間に職業講話の授
業が行われました。これは、子どもたちが将来の夢を描き、自分にふさ
わしい仕事への関心・意欲を高めるとともに、よりよい生活や学習、
進路や生き方などを目指して自ら課題を見出していくことの大切さ
を理解するための授業です。
　消防士や警察官、保育士、ツアーコンダクター、サッカーコーチとし
て活躍している皆さんが講師として招かれました。制服に身を包んだ
講師の皆さんの“本物”ならではの貴重な話に、二年生の皆さんは目を
輝かせながら聞き入っていました。
　数年後、同じ職業で活躍する姿が見られるかも知れませんね。

まちを駆け抜けた 東京 2020 オリンピック聖火

Photo by Tokyo 2020

常永小学校

常永ゆめ広場

Ｇ

さわやかな朝におはよう！
　７月、町内小学校で小中学校連携のあいさつ運動が行われました。
押原中学校の生徒の皆さんが、それぞれの出身小学校へ赴き、登校し
て来た小学生のみなさんにあいさつ・声かけを行いました。
　小学生のみなさんは、お兄さんお姉さんからのあいさつに対し、嬉
しさと恥ずかしさを入り混じらせながらも「おはようございます」と
元気なあいさつを返していました。
　また、立派な中学生に成長した教え子
の姿に喜ぶ小学校の先生方の姿も見ら
れました。朝の学校に、梅雨空を吹き飛
ばすさわやかなあいさつが響き渡って
いました。

▲ 押原小学校での様子

七夕に願うは…
　７月７日の七夕に合わせ、昭和町総合体育館や西条一区では七夕飾りが飾られ
ました。体育館を訪れる町のスポーツ少年団や中学生、西条一区では育成会が設置
した笹に地域の子どもたちが、色鮮やかな短冊に可愛らしい字で思い思いの願い
事をしたためていました。友達や家族に関する願いやスポーツの上達、将来の夢の
ほか、新型コロナウイルス感染症の終息を願う内容の短冊
が多く飾られていました。
　願い事は七夕の伝説に登場する織姫とその父に宛てた
ものとされていますが、実際に願いを叶えるのは自分自身
だとも言われています。一人一人ができることに取り組ん
で、来年はたくさんの願いが叶う年になるといいですね。

講 師 の
皆 さ ま

　３月に福島県を出発した聖火は全国各地をめぐり、６月26日（土）
に山梨県に到着しました。昭和町では「中央市・昭和町」区間として
実施されました。中央市田富郵便局付近を出発した聖火は、午後２
時20分頃に昭和町内に入り、およそ20分の時間をかけて常永小学
校北交差点付近のゴール地点に到着しました。運営には、町職員を
はじめ、町交通安全指導員、町スポーツ推進委員の皆さまに協力を
いただきました。
　町内を走った聖火ランナーは６名で、最終区間のランナーは
昭和町の磯部 博徳さんが務められました。全てのランナーの皆
さんは笑顔で見事な走りを見せてくれました。たくさんの思いを
のせて繋いできた聖火は、７月23日のオリンピック開会式当日、 
メインスタジアムの聖火台に灯されます。▲ ゴール後の磯部氏と塩澤町長

押原中学校吹奏楽部の皆さんが演奏のエールを送りました！

５

６

４
３

町内を走った
聖火ランナー

①丸
まるやま

山 　駿
たかし

 さん ( 右 )
②鷹

た か の
野 百

も も え
江 さん

③小
お の は ら

野原 せいか さん
④茂

も ぎ
木 喜

よしつぐ
嗣 さん

⑤飯
いいじま

島 尚
た か し

志 さん
⑥磯

い そ べ
部 博

ひろのり
徳 さん

１

２
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　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院

　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）
教育委員会
関 係 施 設

た
。
①
決
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
に
し
よ
う
、

②
ず
っ
と
笑
顔
で
明
る
く
楽
し
い
学

校
に
し
よ
う
、
③
仲
間
と
協
力
し
合

い
、
絆
を
深
め
合
う
学
校
に
し
よ
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に

「
あ
い
さ
つ
運
動
」「
縦
割
り
班
活
動
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
清
掃
活
動
」

「
各
委
員
会
活
動
」
等
の
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
も
児
童
総
会
で
確
認
さ

れ
、
早
速
い
く
つ
も
の
取
組
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
学
年
が
中
心

に
な
っ
て
、
児
童

会
活
動
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
て
い
ま

す
が
、
特
に
六
年

生
は
全
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
各
委
員
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
で
、

縦
割
り
班
や
登
校
班
で
、
下
級
生
を

優
し
く
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

休
み
時
間
に
一
年
生
と
遊
ん
で
く
れ

て
い
る
姿
も
見
か
け
ま
す
。
二
学
期

以
降
の
学
校
行
事
で
も
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

下
級
生
は
、
そ
ん
な
六
年
生
の
姿

に
、「
あ
ん
な
六
年
生
に
な
り
た
い
」

と
憧
れ
を
抱
く
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

て
、
西
条
小
の
良
き
伝
統
が
続
い
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

た
。」

「
消
費
税
以
外
に
も
税
は
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
。」

　

広
報
７
月
号
や
過
日
の
Ｔ
Ｖ

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
五
年
生
が
「
人
と
環
境　

す
っ

き
り
し
ょ
う
わ
」
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
恒
例
の
田
植
え

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
入
る
の
？
」「
き
ゃ
ー

ぬ
る
ぬ
る
！
」「
足
が
は
ま
っ
た
。
抜

け
な
い
！
」
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
騒
ぐ
五
年

生
た
ち
で
し
た
が
、
田
植
え
が
進
む

に
つ
れ
て
、
楽
し
く
な
っ
て
き
た
ら

し
く
、「
え
？
も
う
時
間
な
の
？
」

「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
い
う
声
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

田
が
環
境
保
全
に
も
役
立
っ
て
い

る
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

毎
朝
子
ど
も
た
ち
が
登
校
し
て
く

る
と
、
生
活
委
員
会
が
あ
い
さ
つ
運

動
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
迎
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
児
童
会
本
部
役
員

は
、
近
く
の
ス
マ
イ
ル
ゲ
ー
ト
脇
で
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
一
人
一

人
に
元
気
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
い
い
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
る
人
に
「
い
い
あ
い
さ
つ

だ
ね
カ
ー
ド
」
と
い
う
も
の
を
渡
し

て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り

組
む
姿
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
先
輩
た

ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
西
条
小
の
よ

き
伝
統
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

本
年
度
の
西
条
小
児
童
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
は「
○
き
ま
り
を
守
り　

○
ず
っ

と
笑
顔
で　

○
な
か
ま
と
協
力
し
よ

う
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
「
き

ま
り
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
」「
仲
間

と
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」
を

改
め
て
感
じ
、「
全
校
児
童
が
笑
顔

で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
部
役
員
が
原
案

を
考
え
、
五
月
の
児
童
総
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。「
西
条
小
の
み
ん
な
を

も
っ
と
笑
顔
に
し
た
い
」
と
い
う
強

い
気
持
ち
が
良
く
表
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

三
つ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ
れ
ま
し

　

甲
府
税
務
署
の
方
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
税
に
関
す
る
出
前
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

税
に
つ
い
て
の
知
識
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
国
や
県
、
町
の
財
政
を
支
え

る
税
の
意
義
・
役
割
を
理
解
し
、
税

を
通
じ
て
社
会
や
国
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。

　

実
際
の
授
業

で
は
、
学
校
の

校
舎
や
プ
ー
ル

な
ど
を
建
設
す

る
費
用
と
し
て

税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
な

ど
を
、
ク
イ
ズ
形
式
で
、
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

「
税
が
50
種
類
も
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
。
税
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
く
わ
し

く
知
り
た
く
な
っ
た
。」

「
一
億
円
を
持
っ
た
時
、
そ
の
重
さ
と

量
に
び
っ
く
り
し
た
。」

「
僕
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
い
く
に
連

れ
、
少
子
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、

大
変
な
こ
と
に
な
る
ん
だ
な
と
感
じ

◎
５
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
６
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•	

５
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•		

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
・
対
応
に
つ
い
て

•	

常
永
小
学
校
・
押
原
中
学
校
増
築

工
事
に
つ
い
て

•	

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
実
施

（
５
月
27
日
）に
つ
い
て

•		

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
い
ろ

教
室
」の
今
後
に
つ
い
て

•		

昭
和
町
立
小
中
学
校
へ
の
町
教
育

委
員
の
学
校
訪
問
に
つ
い
て

•		

第
１
回
管
理
主
事
地
教
委
・
学
校

訪
問
に
つ
い
て

•		

生
涯
学
習
課
所
轄
の
施
設
の
開
放

等
の
状
況
に
つ
い
て

•		

今
後
の
主
な
予
定
に
つ
い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•		

生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
方
針
に
つ

い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

６
月
定
例
議
会
に
つ
い
て

•	

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

仲
間
と
の「
き
ず
な
」

　
　
　
　
を
大
切
に

●●●

●●●

六
年
生
の
租
税
教
室

●●●

●●●

五
年
生
の
田
植
え
体
験

●●●

●●●

　

本
校
の
校
舎
南
側
に
は
、「
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。
正
門
か

ら
押
原
の
杜
へ
続
く
石
畳
（
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
）
の
道
で
す
。
旧

校
舎
の
石
材
を
再
利
用
し
た
部
分
も

あ
り
ま
す
。
校
庭
の
芝
生
と
ビ
オ

ト
ー
プ
の
川
・
草
木
の
中
を
、
校
舎

に
沿
っ
て
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
そ

の
道
は
、
四
季
折
々
の
風
情
が
楽
し

め
ま
す
。

　

こ
の
道
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
い

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
毎
年
こ
こ
に
は
、
給
食
・
環
境

委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
花
の
苗
を

植
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
、百
日
草
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
等
の
購

入
費
用
に
は
、
町

の
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
「
児

童
・
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
」
の
助
成

金
を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
、
こ
の
ご
支
援
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
の
心

を
和
ま
せ
る
花
々
が
美
し
く
咲
き

誇
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

週
末
や
祝
日
等
に
は
、
地
域
の
方

も
お
散
歩
な
ど
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

６
月
10
日
（
木
）
に
、
本
年
度
第
１

回
の
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
は
じ
め
に
太
田
教
育
長
よ
り
家

庭
・
地
域
・
学
校
の
代
表
者
か
ら
な
る

委
員
に
任
命
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
学
校
運
営
概
要
に
関
す
る

協
議
は
，
学
校
か
ら
の
提
案
に
も
と
づ

い
て
進
み
ま
し

た
。
各
委
員
か

ら
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
様
子
」

「
授
業
等
を
支

援
す
る
地
域
体

制
」「
学
校
施
設

の
維
持
管
理
」

「
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
」
等
に
関
す
る

質
問
や
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を

花
咲
く
憩
い
の
場
に

●●●

●●●

第
１
回
学
校
運
営
協

議
会
で
本
年
度
の
概

要
等
を
協
議

●●●

●●●

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

教
育
委
員
会

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし
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押
原
中
学
校
は
、
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
も
次
の
よ
う
な
活
動

を
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
有
価
物
回
収
〉

　

５
月
29
日
（
土
）
に
押
原
中
学
校

の
伝
統
行
事
で
あ
る『
有
価
物
回
収
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
に

は
、
地
域
の
方

と
生
徒
が
一
緒

に
活
動
す
る
環

境
保
全
と
し
て

の
側
面
だ
け
で

な
く
、
生
徒
が

地
域
の
方
と
一

緒
に
働
き
ご
指
導
頂
く
中
で
、
地
域

の
一
員
と
し
て
地
域
を
知
り
、
地
域

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
『
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
』

と
し
て
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　

本
年
度
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
業
者
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

地
域
と
共
に
あ
る
学
校

●●●

●●●

〈
植
竹
先
生
の
剣
道
授
業
〉

　

中
学
校
の
保
健
体
育
で
は
、
必
修

で
武
道
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
本
校
で
は
「
剣
道
」
を
選
択
し

て
い
ま
す
。
本
校
の
剣
道
の
指
導
に

は
、
町
内
在
住
の
植
竹
由
美
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
に
来
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

植
竹
先
生
か
ら

は
、
剣
道
の
技
術

だ
け
で
な
く
、『
礼

儀
』
や
『
思
い
や

り
』『
強
い
精
神
』

な
ど
、
心
の
指
導

も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〈
職
業
講
話
〉

　

６
月
24
日（
木
）に
二
年
生
の「
職

業
講
話
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年

で
す
と
、
二
年
生
は
こ
の
時
期
に
職

業
体
験
学
習
を
行
う
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
受
け
入
れ
の
難
し
さ
も
あ

り
、
本
年
度
は
講
話
と
い
う
形
を
と

り
ま
し
た
。
町
か
ら
の
協
力
も
得
る

中
で
、
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
職

業
選
択
や
、
職

業
に
対
す
る
考

え
方
な
ど
貴
重

な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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国民健康保険
加入世帯 2,420世帯
被保険者 3,840人

令和3年6月末現在

　医療費が高額になったときに、皆さんの家計の負担が大きくならないよ
う、所得などに応じて自己負担額の限度額を定め、それを超えた分は国保
から支給しています。（高額療養費制度）自己負担額は別表のとおりです。

所得区分※ ３回目まで 4回目以降☆

所得901万円超 252,600円+
(医療費－842,000円)×1％ 140,100円

所得600万円超
901万円以下

167,400円+
(医療費－558,000円)×1％ 93,000円

所得210万円超    
600万円以下

80,100円+
(医療費－267,000円)×1％ 44,400円

所得210万円以下
(住民税非課税世帯除く） 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

所得区分 外来（個人単位) A 外来+入院(世帯単位) B
課税所得

690万円以上
252,600円+(医療費－842,000円)×1％

4回目以降：140,100円※２

課税所得
380万円以上

167,400円+(医療費－558,000円)×1％
4回目以降：93,000円※２

課税所得
145万円以上

80,100円+(医療費－267,000円)×1％
4回目以降：44,400円※２

一般
課税所得145万円未満等

18,000円
年間上限144,000円

57,600円
4回目以降：44,400円※1

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

　高額療養費に該当する場合は国保担当から通知いたしま
す。支給をうけるためには申請が必要となりますので、窓
口で申請を行ってください。なお、通知を受け取った日か
ら 2 年を経過すると時効になり、支給されなくなりますの
でご注意ください。

高額療養費の自己負担限度額について

70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

70歳から74歳の人の自己負担限度額（月額）

※	 基礎控除後の総所得金額等にあたります。	
☆	 過去12カ月間に、同一世帯での支給が4回以上あった場合は、4回目以降の限度額を超えた分が

支給されます。保険者の異動があった場合等は必ずしも4回目以降ではありません。

※１	 	過去 12 カ月以内に B の限度額を超えた高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額です。
※２	 	過去 12 カ月以内に限度額を超えた高額療養費の支給が 4 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額です。	
A の限度額を適用後に B の限度額を適用します。			 

　入院したときの食事代は、診療にかかる費用とは別に、1 食当たり下記の標準負担額を自己負
担します。なお、食事代は高額療養費の対象外です。

住民税非課税世帯と低所得者Ⅰ・Ⅱの人は「限度額
適用・標準負担額減額認定証」か「標準負担額減
額認定証」が必要となりますので、国保担当窓口
に申請してください。また、食事代が入院 90 日を
超えて減額となる場合には、申請が必要となります。

一般（下記以外の人） 460 円
住民税非課税世帯 90 日までの入院 210 円
低所得者Ⅱ 過去 12 か月で 90 日を超える入院 160 円
低所得者Ⅰ 100 円

◇入院したときの食事代の標準負担額（1食当たり）

高額療養費の申請方法

入院したときの食事代

  　 　

『 にゅうどうぐも 』 『 あいうえオリンピック 』 『 体にうれしい果実酒
　　野菜酒・薬用酒200 』

野坂 勇作/作
根本 順吉/監修

福音館書店

中川 ひろたか/文
平澤 一平/絵

くもん出版

福光 佳奈子/著
秀和システム

　外で元気いっぱいに遊ぶ兄弟の上
にポッカリ浮かぶ白い綿雲。
　やがてその雲はどんどんおおきく
なっていって…。
　ページの最後には登場した雲が一
つ一つ解説してあります。縦開きの
ページいっぱいに描かれた雲が大迫
力の絵本です！

　オリンピックのスポーツや出来事
が、あいうえお 46 音ではじまる楽
しいことばと絵でわかる！
　大人もうなるオリンピックの豆
知識やダジャレもいっぱい。東京
2020 オリンピックの全 33 競技が登
場します。家族で読めばオリンピッ
クがぐっと楽しくなる絵本です。

　食材×おすすめのベース酒でバリ
エーションは無限大！
　旬の果実、野菜などを手軽に楽し
める自家製酒の作り方・効能・食材
の選び方、おすすめの飲み方を紹介
しています。
　この時期にぜひ読んで、ご自分で
も作ってみてください。

今月のおすすめ本

イベントのお知らせ

◦８月の休館日
2日（月）、8日（日・祝日）、
9日（月・振替休日）、16日（月）、
23日（月）、30日（月）、
31日（火・月末整理日）、

★ 夏のおはなし会 ※定員予約制 ★ 手づくり御朱印帳教室 ※定員予約制
　絵本の読み聞かせや本の紹介、手遊びうたで
遊ぼう！工作のプレゼントもあるよ。

　世界に一つだけのオリジナル御朱印帳をつ
くってみませんか？

日時	 8月21日（土）　午後2時～（１時間程度）
定員	 10名
場所　	図書館・視聴覚室

日時	 9月15日（水）　午前10時～
定員	 5名 ※申し込みは９月１日より受け付けます
場所　	図書館・視聴覚室

◦おはなし会 ※定員予約制
　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日時　8月7日（土）　午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうた
などをお楽しみください。
日時　8月19日（木）　午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聴き
ながら、館内で癒しのひとときを
お楽しみください。
日時　8月7日（土）　午前10時～
場所　図書館・児童コーナー
演奏　山上 浩幸 氏

※定員予約制

●暦月ごとの計算（月の１日～末日まで）で、同じ医療機関ごとに計算
●同じ医療機関でも医科と歯科は別計算、入院と外来も別計算
●入院したときの食事代等や差額ベッド代は対象外
※ただし、70 歳～ 74 歳の人は病院・診療所、歯科の区別なく合算。
　外来を個人ごとにまとめたあと、入院を含めて世帯内の 70 歳～
　74 歳の人で合算。

自己負担額の計算方法

No.110

図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL http://www.lib.showacho.ed.jp/

No.135
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※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は、23日（月）です。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

ハ
チ
の
巣
に
は
、ご
注
意
を
…

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ
の
活
動
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
他
の
虫
と
同
じ
よ
う
に
触
る
と
、
皮
膚
が
腫
れ
る
だ

け
で
な
く
、
生
命
の
危
険
に
か
か
わ
る
状
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

ハ
チ
に
つ
い
て

　

ハ
チ
は
不
用
意
に
驚
か
せ
る
と
攻
撃
し
て
く
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、

益
虫
と
し
て
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
生
活

に
支
障
が
あ
る
場
合
に
は
駆
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な

い
場
合
に
は
そ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。　

〈
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
〉

　

ハ
チ
は
軒
下
や
樹
木
等
の
雨
風
を
し
の
げ
る
場
所
に
巣
を
作
り
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
時
に
は
、
不
用
意
に
近
寄
っ
た
り
、
棒
で
つ
つ
く

等
の
い
た
ず
ら
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

巣
の
駆
除
に
つ
い
て

　

ご
自
宅
の
敷
地
内
等
、
私
有
地
に
巣
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

町
で
は
駆
除
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駆
除
を
し
て
い
た
だ
く

か
、
専
門
業
者
に
駆
除
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
ズ
メ
バ
チ
に
つ
い

て
は
ご
自
身
で
駆
除
を
行
う
と
危
険
性
が
高
い
た
め
、
専
門
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。　

駆
除
の
方
法

　

ハ
チ
は
夜
間
に
活
動
を
や
め
、
巣
に
戻
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
に
殺
虫

剤
を
か
け
て
全
滅
さ
せ
ま
す
。
日
中
に
巣
の
位
置
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
服
装
は
直
接
肌
が
露
出
し
な
い
も
の
を
選
び
、
黒
い
物
に
寄
っ
て

い
く
習
性
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
白
系
の
服
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

懐
中
電
灯
な
ど
で
照
ら
す
と
光
に
向
か
っ
て
く
る
の
で
使
用
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
殺
虫
剤
を
か
け
た
翌
日
、
ハ
チ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
巣
を
落
と
し
ま
す
。
ま
だ
生
き
て
い
る
ハ
チ
が
い
る
場
合
に
は
、

最
初
の
手
順
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
チ
は
死
ん
だ
よ
う
に
見
え

て
も
反
射
で
刺
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
処
理
す
る
と
き
に
も
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
で
駆
除
を
行
う
場
合
に
は
、
環
境
経
済
課
で
防
護
服
を
貸
し
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
環
境
経
済
課
の
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
※
防
護
服
は
一
着
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
方
に
貸
し
出
し
て

い
る
場
合
、
当
日
に
お
貸
し
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。　

ハ
チ
の
駆
除
専
門
業
者

　

駆
除
依
頼
に
つ
い
て
は
左
記
の
専
門
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
山
梨
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

　
「
害
虫
１
１
０
番
」（
☎
２
２
７

－

８
８
１
６
）

　

昭
和
町
商
工
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
創
業
を
目
指
す
方
や

創
業
後
3
年
以
内
の
方
を
対
象
に
、
専
門
の
講
師
に
よ
る

「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

創
業
に
は
、
資
金
や
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
等
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
創
業
の
心
構
え
か
ら
、
経
営
・

財
務
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
創
業
と
そ
の
後
の
経
営
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
、
創
業
計
画
を
作

り
上
げ
ま
す
。「
昭
和
町
に
お
店
を
開
き
た
い
」、「
会
社
経
営
を
始
め
た
い
」
と
お
考
え
の
方
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮

し
、
左
記
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
（
1
）
と
（
2
）
の
計
2
ク
ー
ル
で
、
個
別
講
習
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その200国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

２
つ
掲
載
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
の
ご
案
内

「
わ
た
し
と
年
金
」

エ
ッ
セ
イ
募
集
中

1

2

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

で
の
前
納
・
早
割（
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
前
納
）が
便
利
で
お
得
で
す
！

　

前
納
・
早
割
を
利
用
す
る
と
、国
民

年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

 

早
割
に
つ
い
て

○	

早
割（
口
座
振
替
の
み
）は
月
50
円

（
年
間
６
０
０
円
）お
得
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌

月
末
で
す
が
、当
月
末
に
口
座
振
替
す

る
方
法
の
こ
と
を「
早
割
」と
言
い
割
引

が
あ
り
ま
す
。

　

現
金
納
付
の
場
合
は
、当
月
末
ま
で

に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
も
割
引
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▲	

通
常
の
口
座
振
替
：
翌
月
末
振
替

（
例
え
ば
７
月
分
は
８
月
末
振
替) 

１
万
６
６
1
０
円

▲	

早
割
：
当
月
末
振
替（
例
え
ば
７
月

分
は
７
月
末
振
替)

１
万
６
5
６
０
円

※	

申
し
込
み
後
最
初
の
口
座
振
替
は
前

月
分
と
当
月
分（
50
円
割
引
）の
２
か

月
分
と
な
り
ま
す
。

６
カ
月
前
納
に
つ
い
て

○
６
カ
月（
10
月
～
３
月
）前
納
は
口
座

振
替
で
１
１
３
０
円
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
８
１
０
円
お
得
！

　

６
カ
月
分
の
前
納
は
口
座
振
替
で

９
万
８
５
３
０
円
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
９
万
８
８
５
０
円
と
現
金
で
毎
月

納
付
す
る
場
合
の
９
万
９
６
６
０
円

に
比
べ
て
お
得
で
す
。ま
た
、口
座
振
替

の
場
合
は
、現
金
納
付
で
の
６
カ
月
前

納
の
９
万
８
８
５
０
円
と
比
べ
て
も

３
２
０
円
お
得
で
す
。

申
込
方
法
に
つ
い
て

　
「
口
座
振
替
納
付
申
出

書
」ま
た
は「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

申
出
書
」を
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ

さ
い
。申
出
書
は
役
場
町
民
窓
口
課
、竜

王
年
金
事
務
所
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
６
カ
月（
10
月
～

３
月
）前
納（
10
月
末
振
替
）は
８
月
末

が
提
出
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、余
裕

を
持
っ
て
お
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

　

日
本
年
金
機
構
で
は
公
的
年
金
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。町
民
の
皆
様
も
ふ
る
っ
て
ご
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

 

内
容

　

公
的
年
金
の
大
切
さ
、応
募
者
ご
自

身
や
ご
家
族
と
の
公
的
年
金
制
度
の

か
か
わ
り
、公
的
年
金
に
つ
い
て
の
あ

な
た
の
考
え
な
ど
、公
的
年
金
制
度
を

テ
ー
マ
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
。

 

応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
の
方

 

応
募
要
項

　

日
本
語
で
千
字
～

二
千
字
以
内
。

　

作
品
用
紙
の
裏
に
、

氏
名
、ふ
り
が
な
、年
齢
、性
別
、住
所
、

電
話
番
号
、職
業
、ま
た
は
所
属（
会
社

名
、学
校
名
等
）を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。内
容
は
応
募
者
本
人
が
創
作
し
た

も
の
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

 

応
募
締
切

令
和
３
年
９
月
10
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

賞
・
発
表
な
ど

　

賞
に
は
、厚
生
労
働
大
臣
賞
、日
本
年

金
機
構
理
事
長
賞
、優
秀
賞
、入
選
が
あ

り
ま
す
。

　

受
賞
者
に
は
賞
状
の
授
与
並
び
に
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
す
る（
11
月
下
旬

予
定
）他
、日
本
年
金
機
構
が
発
行
す
る

刊
行
物
へ
の
掲
載
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

受
賞
作
品
の
著
作
権
は
日
本
年
金
機

構
に
帰
属
し
ま
す
。受
賞
者
の
氏
名
、年

代
、性
別
、住
所
地
の
都
道
府
県
を
公
表

し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
１
６
８
‐
８
５
０
５

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３
‐
５
‐
24

日
本
年
金
機
構　
相
談
・
サ
ー
ビ
ス
推
進
部

サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ「
わ
た
し
と
年
金
」担
当

（
☎︎
０
３
‐
５
３
４
４
‐
１
１
０
０
）

　
※
そ
の
他
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https:/w
w

w
.nenkin.go.jp/

回数 開催日 内容

1 日目
（1）9月7日（火）　午後6時30分～9時 集団講習（創業の基礎的知識や

創業計画書の作成等について）（2）11月2日（火）　午後2時～4時30分

2 日目
（1）9月8日（水）～17日（金）の間 個別講習（創業計画書の作成状

況等の管理・アドバイス）（2）11月4日（木）～15日（月）の間

3 日目 （1）9月21日（火）、10月5日（火）、
10月19日（火）のいずれか2日を選択

（2）11月16日（火）、11月30日（火）、
12月14日（火）のいずれか2日を選択

個別講習（創業計画書のブラッ
シュアップ・完成）

4 日目

※カリキュラムの内容に多少の変更がある場合がございます。

《 講 師 》　ＩＴＯ中小企業経営研究所
　　　　　　　　中小企業診断士　伊藤 文仁 氏

《 場 所 》　昭和町商工会 2 階会議室 ( 昭和町押越 665-2)
《 参 加 費 》　3,000 円
《 定 員 》　1 クール 5 名 ( 定員になり次第締め切ります。）
《申 し 込 み》　右記ＱＲコードからお申し込みください。
《問 い 合 わ せ》　昭和町商工会 ( ☎ 275-3344）
                        昭和町役場　環境経済課 ( ☎ 275-8355)

■特定創業支援事業の証明について
　本セミナーは、産業競争力強化法に基づく特定創業支援事業に指定されており、すべてのカ
リキュラムを受講した方、または、個別相談等により未受講の内容を補完できたと認めた方には、
町から証明書を交付します。
　証明を受けることが、補助や減免等、創業者支援の要件となっている場合がありますので、
そのような支援を希望される方は漏れなく受講してください。

「
創
業
塾
」

「
創
業
塾
」

　　    

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集
！！！！

起業を目指すあなたの

夢を応援します

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.159

申し込みフォーム
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当
会
理
事
・
評
議
員
の
改
選
に

よ
り
、次
の
方
々
が
役
員
と
な

り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。（
敬
称
略
）    

会　

長（
理
事
）	長
瀬　

博
志

副
会
長（
理
事
）	田
中　

憲
治

監     
事    	

三
井　
　

猛

監     

事    	
石
原　

政
信

顧     

問    	
塩
澤　
　

浩

顧     

問    	

石
原　

高
明

 

理
事

 

西
条
一
区	

野
澤　
　

誠  
 

西
条
二
区	

井
口　

芳
明　

 　

 

〃	

井
口　

俊
弘　

 

清
水
新
居	

植
竹　

由
美　

 

西
条
新
田	

山
村　

正
之　

 

押　
　

越	

天
野　

静
忠　

 

河
東
中
島	

塚
田　

栄
雄       

 

紙
漉
阿
原	

黒
倉　

昭
栄

 

築
地
新
居     

河
西　
　

実

 

飯　
　

喰	

髙
野　

和
秀

 

河　
　

西	

秋
山　

正
巳 

 

上 

河 

東	

武
井　

恒
夫

 

上
河
東
二
区	

浅
沼　
　

潔

  

評
議
員

 

西
条
一
区 	

手
塚　

茂
昭

 

西
条
二
区 	

藤
森　

安
男

 

清
水
新
居	

石
川　

清
隆  

 

西
条
新
田	

若
尾
千
惠
利

 

押　
　

越	

有
賀　
　

隆

 

河
東
中
島	

加
藤　

幸
江

 
紙
漉
阿
原	

清
水　

初
子

 
築
地
新
居	

福
田　

昭
人

 

飯　
　

喰	

名
執　
　

陽

 

河　
　

西	
吉
久
保
泰
介

 

上 

河 

東	
井
上　

章
子

 

上
河
東
二
区	

河
西　

芳
彦

 

民
生
委
員
児
童
委
員
代
表

	

中
山　

恵
子

	

雨
宮　

敏
明

 

社
会
福
祉
施
設
代
表

	

小
野
間
み
ほ

	

吉
田　

昭
雄

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表　

	

前
田　
　

誠

役
員
紹
介

　　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
３
年
５
月
25
日
（
火
）
に
平
常
時
か
ら
災
害
・
防
災
に
関

す
る
活
動
に
取
り
組
み
、
関
係
機
関
と
連
携
し
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
目
的

と
し
て
「
昭
和
町
災
害
·
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」
を
発
足
致
し
ま
し
た
。
第
一
回
連
絡

会
に
つ
い
て
は
、
昭
和
町
災
害
·
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山
下
博
史
氏
を

お
招
き
し
て
、
会
の
活
動
内
容
や
方
向
性
に

つ
い
て
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
志
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
会
員
登

録
を
し
て
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
未
来
を
担
う
小
・
中
学
生
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に

対
し
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
福
祉
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
　
　
象　
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

●
内
　
　
容　
標
語
の
部　
福
祉
標
語
に
相
応
し
い
言
葉
を
20
字
以
内
で
表
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
の
部　
Ｂ
４
判
の
画
用
紙
に
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
た
も
の

●
応
募
締
切　
９
月
３
日（
金
）ま
で

　
※
入
賞
作
品
の
選
考
後
、入
賞
者
に
は
10
月
中
旬
頃
に
通
知
す
る
ほ
か
、

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
12
月
号
に
お
い
て
入
賞
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

　
※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

　
※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
災
害
·
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
足
に
つ
い
て

福
祉
標
語
·
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

昭和町災害 · 防災ボランティア
集合写真

山下アドバイザーの講話

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737最近は、民家を対象とした空き巣や忍込みが多

発傾向にあります。また、夜間会社事務所や店舗
に入り込み、現金を盗み出す被害も多く発生して
います。

万が一、どろぼうの被害に遭った時は、
〇散らかされた室内などをむやみに片付けない。
〇泥（足跡）や汚れを拭いたりしない。
などといったことを徹底していただき、被害に

遭ったそのままの状態で直ぐに１１０番通報してく
ださい。

また、犯人は下見する、見張りをおく、自動車
等を利用することから、『被害に遭う前や被害の時
間帯に見慣れない人や車を見た。』といった情報が
ありましたら、最寄りの警察署又は交番・駐在所
にお知らせください。

事件の犯人を検挙するため、捜査にご協力をお
願いいたします。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

「フィッシング詐欺」に注意‼ どろぼう捜査にご協力を

南甲府警察署では、児童・生徒の登下校時間帯
にあわせて、通学路等で子どもたちを見守る「見
守りポリス」活動を推進しています。

子どもたちを交通事故や犯罪等から守り、地域
の安全・安心を確保するため、制服警察官が通学
路や学校周辺、公園、広場など様々な場所に立ち、
警戒活動に当たりながら、子どもたちへの防犯指
導や交通指導、地域の皆さまへの注意喚起等を行っ
ていますので、ご理解とご協力をお願いします。
「不審な人や車を見かけた」「通学路に危険な場

所がある」といった子どもの安全に関する情報や
ご意見などがありましたら、「見守りポリス」にお
声掛けいただいたり、南甲府警察署、お近くの交番・
駐在所にご連絡ください。

子どもたちを守る「見守りポリス」活動

①フィッシング詐欺とは
　フィッシング詐欺とは、送信者を詐称した電子メールを送りつけ、偽のホーム
ページに接続させたりするなどの方法で、クレジットカード番号、アカウント情報

（ユーザID、パスワードなど）といった重要な個人情報を盗み出す行為のことを言います。
　最近では、電子メールの送信者を詐称したり、もっともらしい文面や緊急を装う
文面にするだけでなく、接続先の偽のウェブサイトを本物とほとんど区別がつかな
いように偽造するなど、どんどん手口が巧妙になってきており、ひと目ではフィッ
シング詐欺であるとは判別できないケースが増えてきています。
②フィッシング詐欺の手口
　〇電子メールでフィッシングサイトに誘導
　　クレジットカード会社や銀行からのお知らせと称した電子メールなどで、巧み

にリンクをクリックさせ、本物のサイトにそっくりな偽サイトに利用者を誘導し
ます。そこでクレジットカード番号や口座番号などを入力するよう促し、入力さ
れた情報を盗み取ります。

　〇表示されているURLを本物のURLに見せかけてアクセスさせる手口
　　例えば、アルファベットの小文字のｏ

オー
を０

ゼロ
にしたり、アルファベットの大文字

のＩ
アイ

を小文字のｌ
エル

にしたりして、閲覧者が見間違えたり、信用させたりする手口です。
③フィッシング詐欺対策
　〇リンクは絶対にタップしない
　　偽サイトによるほとんどの被害は、大手検索サイトでの検索結果を鵜呑みにし

た結果か、フィッシングメールに記載されたリンクをタップしてアクセスしてし
まった偽サイトで情報を入力したものです。リンクは絶対にタップしないこと
で、多くの被害を回避できます。

　〇正しいＵＲＬからのアクセス
　　ＩＤ・パスワードなどを入力するウェブページにアクセスする場合は、普段利

用しているウェブブラウザのブックマークに正しいＵＲＬを記録しておき、毎回
そこからアクセスすることを心がけましょう。

　〇電子メールの内容を鵜呑みにしない
　　金融機関などの名前で送信されてきた電子メールの中で、通常と異なる手順を

要求された場合には、内容を鵜呑みにせず、金融機関に確認することも必要です。
ただし、電話をかける場合には必ず正規のウェブサイトや金融機関からの郵便物
などで連絡先の電話番号を調べるようにしてください。

Ａ
Ｙ
Ａ（
あ
や
）
世
代
の
が
ん
と
妊
孕
性
（
に
ん
よ
う
せ
い
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
婦
人
科　
助
教　
小
川 

達
之　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　
「
A
Y
A
（
あ
や
）」
と

は
、adolescent and 

young adult 

の
略
で
、

思
春
期
～
若
年
成
人
に
あ

た
る
15
歳
～
39
歳
の
年

代
を
指
し
ま
す
。
が
ん
と

は
あ
ま
り
縁
の
な
い
年
齢
に
思
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
山
梨
県
内
で
も
毎
年
約

1
0
0
人
の
A
Y
A
世
代
の
方
が
が
ん
を

発
症
し
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
３
分
の
２
が

女
性
で
、
そ
の
半
分
は
乳
が
ん
と
子
宮
が

ん
で
す
。「
ま
だ
若
い
か
ら
」
と
か
「
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
避
け
ず
に
、
ぜ

ひ
乳
が
ん
検
診
や
子
宮
が
ん
検
診
を
積
極

的
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
A
Y
A
世
代
で
が
ん

を
発
症
す
る
と
問
題
に
な
る
の
が
、
妊
娠

す
る
能
力
「
妊
孕
性
（
に
ん
よ
う
せ
い
）」

へ
の
影
響
で
す
。
抗
が
ん
剤
を
は
じ
め
と

し
た
治
療
は
、
卵
巣
や
精
巣
へ
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
ま
ま
治
療
後
に
閉
経
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

苦
し
い
治
療
を
乗
り
越
え
て
が
ん
が
治
っ

て
も
、
そ
の
後
の
人
生
が
思
い
描
い
て
い

た
も
の
と
は
違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
施
設
で
は
、

が
ん
治
療
の
前
に
配
偶
子
（
精
子
や
卵
子
）

を
凍
結
保
存
し
て
、
治
療
後
に
妊
娠
で
き

る
可
能
性
を
残
し
て
お
く
「
妊
孕
性
温
存

療
法
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
液
体
窒
素
の

中
に
半
永
久
的
に
保
存
し
、
使
用
す
る
と

き
に
は
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
）
の
技
術

を
応
用
し
て
妊
娠
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
若
く
し
て
が
ん
を
発
症

し
て
し
ま
い
気
持
ち
が
落
ち
込
む
中
、
治

療
後
の
人
生
に
向
け
て
前
向
き
に
が
ん
治

療
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

山
梨
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
に
60
名
以
上

の
男
性
お
よ
び
10
名
以
上
の
女
性
が
妊
孕

性
温
存
療
法
を
実
施
し
ま
し
た
。
配
偶
子

の
保
存
に
成
功
す
る
と
み
な
さ
ん
安
心
し

た
表
情
に
な
り
、
が
ん
治
療
に
出
発
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
は
１
年
毎
に
様
子

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

凍
結
し
て
お
い
た
配
偶
子
を
使
っ
て
、
が

ん
治
療
後
に
子
ど
も
を
授
か
っ
た
と
い
う

方
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ど

の
病
院
で
が
ん
治
療
を
し
て
い
て
も
当
院

と
連
携
し
て
妊
孕
性
温
存
の
対
応
が
で
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
主
治
医
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に

若
く
し
て
が
ん
を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
方

が
い
た
ら
、「
医
大
で
妊
孕
性
温
存
療
法
が

で
き
る
ら
し
い
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
当
院
で
は
男
性
と
女
性
の
ど
ち

ら
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
医
療

資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、
が
ん
に
負
け

ず
に
素
敵
な
人
生
設
計
を
し
ま
し
ょ
う
。
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No.171
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
～昭和町母子愛育会は、今年度、創立６０周年を迎えます～

男
の
子
で
も
女
の
子
で
も
あ
り
が
と
う

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
福
田 

聖
子
（
築
地
新
居
）

No.202

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

我
が
家
に
二
人
目
の
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

我
が
家
に
二
人
目
の
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

次
は
女
の
子
が
い
い
と
言
っ
て
い
た
長
男
夫
婦

次
は
女
の
子
が
い
い
と
言
っ
て
い
た
長
男
夫
婦

も
、
次
男
坊
に
対
面
し
た
途
端
に
メ
ロ
メ
ロ
。

も
、
次
男
坊
に
対
面
し
た
途
端
に
メ
ロ
メ
ロ
。

爺
婆
も
無
事
に
生
ま
れ
て
く
れ
て
ほ
っ
と
し
ま

爺
婆
も
無
事
に
生
ま
れ
て
く
れ
て
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

私
の
母
は
、
結
婚
３
年
目
で
よ
う
や
く
私
を

　

私
の
母
は
、
結
婚
３
年
目
で
よ
う
や
く
私
を

出
産
し
ま
し
た
。
し
か
し
姑
か
ら
は
「
女
じ
ゃ

出
産
し
ま
し
た
。
し
か
し
姑
か
ら
は
「
女
じ
ゃ

で
か
し
た
と
は
言
え
ん
よ
。」
と
言
わ
れ
た
そ

で
か
し
た
と
は
言
え
ん
よ
。」
と
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
。
当
時
の
母
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
気
持

う
で
す
。
当
時
の
母
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
気
持

ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
究
し
て
弟
を
生
ん
だ
の
だ
と

　

そ
の
後
、
研
究
し
て
弟
を
生
ん
だ
の
だ
と

話
を
し
て
く
れ
た
母
は
、
私
が
年
子
で
男
児
を

話
を
し
て
く
れ
た
母
は
、
私
が
年
子
で
男
児
を

出
産
し
た
時
は
、
福
田
の
姑
と
「
こ
れ
で
家
は

出
産
し
た
時
は
、
福
田
の
姑
と
「
こ
れ
で
家
は

安
泰
だ
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

安
泰
だ
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
母
自
身
に
も
性
別
の
偏
見
が
あ
っ
た
の

い
て
、
母
自
身
に
も
性
別
の
偏
見
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
誕
生
直
後
の
子
に
性
別
の
偏
見
を

　

現
在
は
、
誕
生
直
後
の
子
に
性
別
の
偏
見
を

持
つ
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

持
つ
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
子
育
て
の
中
で
、「
女
の
子（
男
の
子
）

そ
の
後
の
子
育
て
の
中
で
、「
女
の
子（
男
の
子
）

は
～
女
（
男
）
ら
し
く
」
と
か
「
女
（
男
）
だ

は
～
女
（
男
）
ら
し
く
」
と
か
「
女
（
男
）
だ

か
ら
～
す
べ
き
」
と
か
「
女
（
男
）
の
く
せ
に

か
ら
～
す
べ
き
」
と
か
「
女
（
男
）
の
く
せ
に

～
だ
」
な
ど
、
固
定
的
な
性
別
役
割
を
課
す
言

～
だ
」
な
ど
、
固
定
的
な
性
別
役
割
を
課
す
言

葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
言
葉
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
た

な
言
葉
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
私
の
祖
母
や
母
の

ち
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
私
の
祖
母
や
母
の

よ
う
に
当
た
り
前
の
考
え
と
し
て
育
っ
て
い
く

よ
う
に
当
た
り
前
の
考
え
と
し
て
育
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
来

　

今
を
生
き
る
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
来

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割

に
阻
ま
れ
た
り
縛
ら
れ
た
り
せ
ず
、
自
分
の
可

に
阻
ま
れ
た
り
縛
ら
れ
た
り
せ
ず
、
自
分
の
可

能
性
に
向
か
っ
て
堂
々
と
進
み
、
他
者
の
た
め

能
性
に
向
か
っ
て
堂
々
と
進
み
、
他
者
の
た
め

に
役
立
と
う
と
す
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

に
役
立
と
う
と
す
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。
私
た
ち
の
手
で
、
そ
ん
な
社
会
を
創

い
ま
す
。
私
た
ち
の
手
で
、
そ
ん
な
社
会
を
創

り
、
残
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

り
、
残
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

男
の
子
で
も
女
の
子
で
も
、
生
ま
れ
て
き
て

　

男
の
子
で
も
女
の
子
で
も
、
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

日
時　
①
８
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
②
８
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
８
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

　
②
８
月
２
日
（
月
）
～
17
日
（
火
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

自
動
交
付
機
を
除
く
証
明
書
の
発

行
等
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
８
月
19
日
（
木
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
８
月
10
日
（
火
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
10
月
17
日
（
日
）

　
（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12

月
は
第
３
木
曜
日
、
６
月
、10
月
、

２
月
は
第
３
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
家
庭

や
職
場
で
余
っ
た
食
料
品
を
持
ち
寄

り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体

や
個
人
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
ま

す
。
食
を
通
し
て
支
援
の
輪
を
広
げ

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
８
月
20
日
（
金
）～
29
日
（
日
）

収
集
場
所
・
時
間

・
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
甲
府
昭
和

　
（
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭
和
店

　
（
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
）

　
受
付
時
間
は
、
各
店
舗
営
業
時
間

内
に
な
り
ま
す
。

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　
○
米 

　
○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
レ
ト
ル
ト

　
食
品
な
ど
）

　
○
調
味
料
各
種

　
○
菓
子 

等

※
賞
味
期
限
が
10
月
29
日
以
降
で
未

開
封
の
も
の
。
米
は
「
も
み
・
玄

米
・
白
米
」
の
い
ず
れ
か
で
平
成

31
年
度
・
令
和
元
年
度
産
以
降
の

も
の
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

押
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

押
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

押
原
ミ
ニ
バ
ス
は
、常
永
小
・
押
原
小
・
西
条
小
の
３
校
で
構
成
さ
れ
、

週
３
回
押
原
小
体
育
館
で
み
ん
な
楽
し
く
、仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
個
人
の
身
体
面
、
精
神
面
の
成
長
を
目
的
と
し

な
が
ら
、
仲
間
と
活
動
し
思
い
や
り
の
心
も
育
て
ら
れ
ま
す
。

上
達
し
て
勝
つ
喜
び
、
負
け
る
悔
し
さ
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
見

学
、
体
験
大
歓
迎
で
す
。
皆
で
待
っ
て
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
十
分
注

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
来
る
際
は

マ
ス
ク
着
用
、
動
き
や
す
い
服
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275-8641）

○練習日　　火・金曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　　　　　　土曜日　　　午前 9 時～正午
○練習場所　押原小学校　体育館

●原因は、約80％の女性が生涯のうちに一度は
感染するHPV(ヒトパピローマウイルス)です。
性交渉により感染し、約90％は免疫力でウイ
ルスが自然排除されますが、約10％が持続感
染をし、がんに進行します。

●初期は自覚症状がないので、自分で発見するの
は難しいがんです。

●20 ～ 40代の若い世代に増加傾向がみられます。
●予防には「子宮頸がん検診」と「HPVワクチン」

があります。早期発見には検診が非常に大切に
なりますので、定期的に受けるようにしましょう。

検診は 2020 歳から受けられます！

子宮頸がんは
　『検診を定期的に受けること』が予防のカギ！

娘が20歳以上とはいえ、
「 性 交 渉 経 験 は あ る？」 
なんて聞けないのよ…

「子宮」という部位なだけに、 
若い人は検診を受けることに 
抵抗があるのではないかしら。

HPVワクチン接種を控える
ことが続いているのよね。

娘は職場で勧められたみたいで、
私が子宮頸がん検診に行くときに
娘を誘って一緒に行ったのよ。

若い世代は子宮頸がん検診に行きにくいのでは？

～ミニ研修を受け、正副班長さんからこんな声がありました～

検診を申し込まれた方は早めに受診しましょう　

 
・早期発見のためには「症状がないから検診を受けないで大丈夫」とい

う自己判断はせず、検診を受けることが大切です。
・「忘れていた」「迷っていた」方も、早めに受診ができるよう声かけし

ていきたいです。
・誰もが受診しやすいような環境を整える提案をしていきたいです。

「子宮頸がん」てなに？

愛育会として…
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昭
和
町
・
中
央
市
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時　
９
月
３
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
昭
和
町
役
場 

別
棟
会
議
室

　
　
　
（
役
場
庁
舎
裏
側 

２
階
）

内
容　
名
誉
・
差
別
・
い
じ
め
等
の

　
　
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を

養
育
す
る
父
親
ま
た
は
母
親
や
、
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
お
子
さ
ん
を
養

育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

○
受
給
資
格

　
身
体
や
精
神
に
重
度
、
ま
た
は
中

程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等

１
級
…
身
体
障
害
者
手
帳
「
１
級
」

　
　
　
「
２
級
」と
療
育
手
帳「
Ａ
」、

　
　
　
及
び
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
お

　
　
　
子
さ
ん

２
級
…
身
体
障
害
者
手
帳
「
３
級
」

　
　
　
の
一
部
、「
４
級
」
の
一
部
、

　
　
　
療
育
手
帳
の「
Ｂ
」の
一
部
、

　
　
　
及
び
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
障

　
　
　
害
を
有
す
る
お
子
さ
ん

○
手
当
の
額

１
級
…
障
害
児
1
人
に
つ
き

　
５
万
２
５
０
０
円
（
月
額
）

２
級
…
障
害
児
1
人
に
つ
き

　
３
万
４
９
７
０
円
（
月
額
）

　

手
当
は
、
１
年
に
３
回
、
４
月

(

12
～
３
月
分
）、
８
月
（
４
～
７

月
分
）、
11
月
（
８
～
11
月
分
）
に

支
給
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き

　
役
場
福
祉
介
護
課（
町
総
合
会
館
）

の
窓
口
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
注
意
事
項

　
次
の
方
は
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
お
子
さ
ん
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き

・
お
子
さ
ん
が
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
・
受
給
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
等

の
所
得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ
る

と
き

○
現
況
届
け
に
つ
い
て

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
家

庭
の
状
況
を
届
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
届
出
を
し
な
い
と
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
８
月
12
日（
木
）～
９
月
10
日（
金
）

　
〔
平
日
の
み
〕

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所

　
福
祉
介
護
課
（
町
総
合
会
館
内
）

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
介
護
課　
障
害
福
祉
係

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
障
が
い
当
事
者
の
交
流
の
場
と
し

て「
れ
ん
げ
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
や
茶
話
会
を
通
し
て
交
流
を

し
て
楽
し
め
る
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
15
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館　
講
堂

対
象

　
中
央
市
・
昭
和
町
内
在
住
の
障
が

い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る

方
、
難
病
認
定
さ
れ
て
い
る
方

定
員　
10
名
程
度

　
※
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
　
　
　
（
FAX
２
７
４
‐
１
１
０
３
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

た
め
の
特
別
児
童
扶
養
手
当

日
時　
８
月
25
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
　
　
大
会
議
室

　
　
　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
44
）

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
０
０
０
円

受
付
期
間

　
８
月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

申
込
書

　
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

で
は
、
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地

家
屋
調
査
士
」と
法
律
の
専
門
家「
弁

護
士
」
が
協
力
し
て
皆
さ
ま
の
ご
相

談
に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・
円
満
な

形
で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、

予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
は
有
料
で
す
。

　
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
３
７
３
７
）

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
幅
広
い
専
門
知
識
や
高
度
な

技
術
を
習
得
し
、
豊
か
な
創
造
力
と

判
断
力
を
兼
ね
備
え
た
技
術
者
を
育

成
し
、
県
内
の
産
業
や
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

様
々
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
次
の
と

お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

〈
９
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ク
ラ
ス
試
験
対
策
講
座

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
27
日
ま
で

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修（
ｗ
ｅ
ｂ
活
用
）

　
日
程　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
う
ち
昼
休
１
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
９
月
３
日
ま
で

〇
基
本
情
報
技
術
者
試
験
対
策
講
座

　
日
程　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
う
ち
昼
休
み
１
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
９
月
16
日
ま
で

※
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

〈
９
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
前
編
）

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
23
日
ま
で

〇
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
後
編
）

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
９
月
17
日
ま
で

※
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座
は

前
・
後
編
両
コ
ー
ス
の
受
講
を
推
奨
。

〈
10
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
会
話

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
18
日
～
10
月
８
日

※
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

防災一口メモ　水災を予測する③ ～洪水ハザードマップを活用しよう～
　昭和町から配布された『2019 年版洪水ハザードマップ』。どうしても住んで
いる地域の地図に目が行きがちですが、まずは 1 ページ目の【避難時の心得】
から順に確認してみてください。洪水が発生する前から準備しておく大切なこ
とが書かれています。
　大雨による洪水災害は地震と違って予測が可能ですので、「いつ？」「どこ
に？」「何を持って？」等の【心構え】や、食料、水、衣類など【必要な持ち物】
を事前に準備することができます。
　自宅周辺の浸水深を確認し、どのくらいの深さなのかを想像するとともに、
災害が起きた時に「知らなかった」「言ってくれなかったから避難できなかった」
ということがないように、家族でもう一度『昭和町洪水ハザードマップ』を活
用し、これからの大雨のシーズンに備えましょう。 女性防災ネット昭和

五
月
雨
の
大
地
う
る
ほ
し
活
気
満
つ

新
緑
の
反
照
き
ら
ら
色
眼
鏡

井
口　

康
行

遠
き
日
の
下
駄
占
い
や
梅
雨
に
入
る

初
ひ
孫
男
の
子
な
り
柏
餅

小
澤
百
合
子

お
も
し
ろ
や
犬
も
洋
服
更
衣

遠
郭
公
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
里
恋
し

深
沢
モ
ト
子

庭
先
の
草
と
り
も
し
て
つ
つ
が
な
く

枝
豆
や
ビ
ー
ル
か
た
む
け
夫
暢
気

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

　6月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 38t減の321t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 4 ㎏減の
35 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

6月5月4月3月2月1月12月

38

32

36

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 6 月分の医療費は、
約 8,330 万 1 千 円（ 前 年
同月比 19.57% の増）です。
　9 月 13 日 に 追 加 の 健
康診断があります。申し
込 み は 8 月 31 日 ま で で
す。受けられなった方は、
この機会に受診して年に
一度の体チェックをしま
しょう ! !

障
が
い
当
事
者
交
流
の
場

「
れ
ん
げ
会
」

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

第
14
回
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

昭
和
町
・
中
央
市

合
同
特
設
人
権
相
談

能
力
開
発
講
座
の
ご
案
内
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

りゅうと くん　　かれん ちゃん
　　　　（３歳）　　　　　　（４歳）

　　２人の笑顔が大好きだよ♪

　　姉弟で仲良く成長してね！
パパ・ママより　　　

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（50 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あとがき

　熱中症に注意が必要な時季と
なりました。暑いときの力仕事や
運動、長時間の作業などで大量
に汗をかいた時は塩分なども補
給できるスポーツドリンクの利用
も有効ですが、普段の生活でジ
ワジワ汗をかいた時には普通の
水で十分です。
　スポーツドリンク500mLに含
まれる食塩相当量は0.5～1.0ｇ
であり、ほんの塩ひとつまみ程
度ですが、経口補水液はさらに
糖・食塩・カリウムが多く含まれ
ています。経口補水液は脱水症
状を改善・治療する飲み物であ
り、日常的にお茶替わりに飲ん
だり、熱中症を心配して飲むもの
ではありません。
　汗のかき方、症状に合わせて
水分補給をすることが大切です♪

夏の水分補給と塩分◆ 材料（６本分）
・牛乳 ………………… 400cc
・砂糖 ………………… 40g
・粉寒天 ……………… 4g
・好きなフルーツ（ミックスベリー） …… 適量

◆ 作り方
①	鍋に牛乳､砂糖､粉寒天を入れて火にかけ、混ぜ合わ

せます。
②	アイスバーの型にフルーツを入れて、①の液を

流し入れます。
③	粗熱を取り冷凍庫に入れたら、4時間ほど凍ら

せます。（型を水でぬらすか、そのまま少し置い
ておくと取り出しやすくなります）

＊寒天を使っているので液だれせず食べやすいアイスです
＊牛乳を豆乳に替えても美味しいです
＊おやこで簡単に作れます
＊水分不足になりやすい高齢者の水分補給ができ

るおやつとしてもおすすめです

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

溶けないアイス

～ 今月は
　「飯喰区食生活改善推進員」
　　　　　　からのレシピです ～

　

今
月
の
表
紙
は
、
６
月
26
日
に
昭
和
町
で
実
施
さ

れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。
昭
和
町
で
は
６
名
の
ラ
ン

ナ
ー
が
火
を
繋
ぎ
、
見
事
な
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
を
繋
い
で
き
た
聖
火
は
、

五
輪
大
会
の
象
徴
と
し
て
聖
火
台
に
灯
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
20
年
ぶ
り
に
昭
和
町
に

や
っ
て
き
ま
す
。
出
場
や
観
覧
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
町
制
施
行
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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